





　TEACCHプ ログラムの実績が世 界的に注 目
され,自 閉症の人た ちの療育や教育 を語 る上で
無視 で きな くなってい る。 わが国で も,実 践の
場や家庭での療育 にその考 え方 を取 り入れてい
る療育者や教 師,あ るいは保護者が増 えつっあ
る。実践の成果 を発表 した報告書や,学 会 等で
のシンポジウムや発表 もしば しば見 られ るよう
になった。本稿 では,TEACCHの 基本的 な理念
や,自 閉症 の人たちの 自立行動 を支援す るため
に,TEACCHが 提 唱す るアイデ ア を中心 に紹
介 をしたい。
　 TEACCHと は,　Treatment　 and　Education
of　Autistic　 and　related　 Communication　 Han-
dicapPed　 Childrenの 略称 で あ る。 この プ ロ グ
ラ ム は,1966年 ノー ス カ ロ ラ イナ 大 学 医 学部 の
シ ョプ ラー 教 授 に よ って 児 童研 究 の ため の プ ロ
ジェ ク トと して始 め られ た。1972年 に至 り,プ
ロ グ ラム に わ が子 を参 加 させ た保 護 者 た ちの絶
大 な支 持 が あ って,州 議会 の議 決 に よ る州 の援
助 の下 に,全 州 規 模 のプ ロ グ ラム に発 展 して い
る。 その 内容 の あ らま しは,既 刊 の 図 書や ノー
ス カ ロ ラ イナ州 へ の 留 学 生や 見学 者,日 本 での
トレー ニ ン グセ ミナ ー へ の参 加 者 な どに よ って
わが 国 に も紹 介 され,各 地 でTEACCHに 学ぶ
実 践 が 広 が り成 果 が 蓄 積 され よ う と して い る。
　 思 い起 こす と,1989年 と1991年 の春,朝 日新
聞厚 生 文 化事 業 団 の招 きに応 じて シ ョプ ラー教
授 以 下 のTEACCHの ス タ ッフが 来 日 した。東
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京 と大 阪を会 場に して米 国での実施方法その ま
まに,実 際に各5名 の 自閉症 児に参加 をして も
らい,4泊5日 の トレーニ ングセ ミナーが行 な
われた。筆 者は この両 回に佐々木正美氏(現 ・
川崎 医療 福祉 大 学 教 授)と ともに コーディネ
ー ターの栄に浴 したが,自 閉症 児を前に した実
際的 なセ ミナー は当時 としては画期 的 なもので
あ り,衝 撃 的な体験 でさえあった。 自閉症の人
たちを支援 す るための,い わばハー ド面か らソ
フ ト面 に お よぶTEACCHの 壮大 な シ ステム
と緻密 なア イデアは,そ れ までの知 識や理解 を
は るかに超 えた もの であった。
　TEACCHは 自閉症 を発 達障害 と捉 え,そ の
障害が家庭 ・学校 ・地域社 会 での 自閉症 の人々
の人生 を長 く困難 な ものにす る と考 える。 した
が って,プ ログラム を展開す るための留意点 と
して,次 の3点 が強調 され る。 その1は 一貫性
で,自 閉症 ほ ど長 い年月に わた り一貫性 のある
療育の視 点や方法 を要 求 され る障害は他 に類 を
み ないので,こ れ を もっと も基本的な姿勢 とす
る。その2は 親 は共同療育 者 とい う認識 と役割
で,自 閉症 児は家庭 を中心 に した地域社会での
生活に安定 した発展 を得 なければ治療教育の意
味は ない とす る。その3は 教 師の訓練 で,両親 の
役割 を除 けば,将 来 を決定 す るのは10年 余 に も
及ぶ学校教育の成否である。指導す る教師の訓
練には,大 きな力が注がれ て いる。
　TEACCHプ ログラム とは,単 なる特定の指
導 技法 を指 す の では な い。学 校や 地域社会 を
べ一スに した療 育の システムで ある。家庭 ・学
校 ・地域社会 での 自閉症 の 人々 の適応的な生活
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